
 

 

 

 

 

 

 

春日丘地区 

   





春日丘地区 ワークショップ実施概要 

テーマ アフターコロナの春日丘のまちづくりを考える 

実施内容 

第１回 
令和 4 年１１月１２日（土）13：30-15：30 22 人 

地区の各組織を改めて知る編 

第 2 回 
令和 4 年１２月 1０日（土）13：30-15：30 24 人 

地区の課題と未来を話し合い、ありたい地域像を考える編 

第 3 回 
令和５年 1 月２８日（土）13：30-15：30 19 人 

ありたい地域像を実現するため、これからの取組みを考える編 

結果概要 

地区では様々な活動が行われ、地域内には企業や店舗などの資源がたくさんあるが、

個別団体で抱える課題や資源が共有される場が少ない状況であった。参加や協働、つ

ながりが促進されるようなまちになるにはどうしたらいいのかという視点から、下記

の目的を持ってワークショップを行なった。 

（１）地域内での身近なテーマから、自分ごととして話し合いたい！ 

（２）地域内の取り組み、個々の組織の思いを共有したい！ 

（３）お互い責めるようなことなく、発展的な話し合いの場に！ 

 

○春日丘の次の担い手の地域参加の機会をつくり、育むために 

・会議や行事運営（曜日や時間）の見直し、リモート会議の検討 

・学生や子どものボランティア参加の仕組みづくり、インセンティブ 

・逆に 70 歳以上が中心となることを前提とした運営手法を模索し、若者への過度

な負担がいかないようにする 

○子どもに様々な機会があり、地域で健やかに育つために 

・子どもの事情にあわせた居場所づくりが必要 

・特に夜の子どもの居場所が重要（図書館に可能性） 

・放課後子ども教室と公民館の連携イベント 

・子ども会に入っていなくても参加できる空気づくり 

 

○年齢を重ねても地域で豊かに暮らしていくために 

・買い物に訪れる商店やモールなど生活のシーンに寄り添う交流の機会 

・コロナ前に行われた神社仏閣を巡ったり懇親を行うような交流の機会 

・公共施設など、すでにあるものを活用した交流 

 

○地域や人がつながり、更につながりを深めるために 

・現在の担い手の意見交換会を開催、団体ごとに完結せず横に連携 

・小学校での航空写真など全員で会ってみる仕組みやイベントの計画 

 ・ニュースポーツなど新しい交流が生まれる機会をつくる 
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〇運営手法への意見 

・情報共有や意見交換の場をさらにもつ 

・ワークショップ型のざっくばらんな会議 

・年間行事予定表があれば見通しをたてることができる 

・福祉や病院の専門職と連携した行事等の広報依頼 

・ひとりひとりが提案型で話すことを意識する 

・女性役員が入りやすい工夫 

来年度以降

に向けて 

・ワークショップで出たアイデアを踏まえ、以下の三つのポイントで今後の展開を検討

する。 

①交流と対話の機会づくり 

  ○５月の各種団体連絡会でワークショップの成果を共有検討 

  ○事業者にも声をかけ、年間行事のスケジュールを共有する 

（具体的には） 

・地域の取り組みを相互に知る交流 

・継続的な話し合いの機会をもつ 

②事業者と連携した地域広報 

 （具体的には） 

・医療・福祉事業の個別訪問時に地域情報を発信 

③テーマ別の企画づくり 

  ○住民の関心に基づき、できることからはじめていく 

（具体的には） 

・まずは人気が高まってきているニュースポーツイベントや、住民の関心が高い

「防災」に関する行事を行い、地域交流を図っていく。 
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【WS の様子：写真】 

第１回 

   

第２回 

   

第３回 
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第１回資料 
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第２回資料 
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第３回資料 
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